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A checklist of copepods of the family Sphyriidae (Siphonostomatoida)
from fishes in Japanese waters (1919–2024)

Kazuya NAGASAWA1 and Daisuke UYENO2

要旨：1919–2024年に出版された文献に基づき，日本産魚類から記録された 2属 5種のウオヤドリソラマメムシ科
カイアシ類の情報を寄生虫 –宿主リストと宿主 –寄生虫リストとして示した。それらはサメノハナヤドリ属
Driocephalusとウオヤドリソラマメムシ属 Lophouraに属し，それぞれ 1種と 4種を含む。寄生虫 –宿主リストで
は，各種の標準和名，最新の学名，過去にわが国で使用された学名，寄生部位，地理的分布等の知見を整理して示
した。宿主 –寄生虫リストでは，宿主別にウオヤドリソラマメムシ科カイアシ類の和名と学名を示した。
キーワード：ウオヤドリソラマメムシ科，カイアシ類，魚類寄生虫，文献集，目録 

Abstract: Based on the literature published between 1919 and 2024, a checklist is compiled for five nominal species in 
two genera (Driocephalus [1 sp.] and Lophoura [4 spp.]) of the siphonostomatoid copepod family Sphyriidae from 
Japanese marine fishes. In a parasite-host list, information is given for each species on its Japanese name, current 
scientific name, previous scientific name(s) if present, host(s), site(s) of infection, collection site(s) in Japanese waters, 
and references. A host-parasite list is also given.
Keywords: bibliography, Sphyriidae, checklist, Copepoda, fish parasites
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Ⅰ．緒言
本目録で扱うウオヤドリソラマメムシ科 Sphyriidae 

はカイアシ綱 Copepodaの管口目（シフォノストム目）
Siphonostomatoidaに属する甲殻類である。本目録を
執筆している時点で（2024年 8月 20 日），WoRMS
（World Register of Marine Species）には 8属 45種が
掲載されている（Walter and Boxshall, 2021）。本科に
属する種はすべて海産で，硬骨魚類あるいは軟骨魚類
に寄生する。わが国から報告された本科のカイアシ類
は深海魚に寄生する種が多く，一般の人が目にするこ
とはほとんどない。
本目録は，日本産ウオヤドリソラマメムシ科カイア
シ類の 2属 5種について，1919–2024年の 106年間
に出版された文献をもとに，各種の情報を整理したも
のである。1919年は，米国人の Charles B. Wilsonが
日本産の本科カイアシ類を最初に報告した年である

（Wilson, 1919）。京都帝国大学の山口左仲は魚類寄生
性カイアシ類の分類学的研究を実施した際に，本科に
属する 1種を記載した（Yamaguti, 1939）。その後，
米国に居を移した山口は，1963年に日本を含む世界
各 地 の 知 見 を も と に『Parasitic Copepoda and 
Branchiura of fishes』を著し，本科を含む寄生性カイ
アシ類に関する情報を整理した（Yamaguti, 1963）。
日本産ウオヤドリソラマメムシ科カイアシ類の分類学
的研究で大きな貢献をしたのは，米国カリフォルニア
州立大学の Ju-shey Ho（何 汝諧）である。Hoは，高
知大学に収蔵されているソコダラ科魚類を調べて，多
くのカイアシ類標本を採集した。彼は，この標本を当
時カリフォルニア州立大学の訪問研究員だった江陵国
立大学（韓国）の Il-Hoi Kimと共同で研究し，大き
な成果をあげた（Ho and Kim, 1989）。その後，米国
ミドルテネシー州立大学の George W. Benzは日本産
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サメ類から得られた本科のカイアシ類を報告（Benz 
et al., 2006），長澤和也はWilson（1919）が記載した
種を再記載した（Nagasawa, 2024）。
本目録では，ウオヤドリソラマメムシ科内の属をア
ルファベット順に並べた後，それぞれの属では各種を
種小名のアルファベット順に記述した。標準和名と最
新の学名をまず記し，宿主と寄生部位を示したあと，
地理的分布を示した。異名リストに示した学名はわが
国で用いられたものに限り，これを欠くものは異名で
の報告がわが国にないことを示す。各異名の直後に
は，それらを報告した著者名と出版年を角括弧内に示
した。宿主魚類の標準和名と学名は本村（2024）に
従った。過去の論文で，現在の学名と異なるものが使
われた場合 には，それを括弧内に記した。地理的分
布に関する情報は，日本周辺海域を北太平洋，日本
海，東シナ海ごとに整理し，都道府県名を含む詳細な
採集地と出典情報（著者名と出版年）を示した。な
お，これまでにオホーツク海と瀬戸内海からウオヤド
リソラマメムシ科カイアシ類の採集記録はないため，
それらの海域を設けなかった。都道府県名は北から南
に順に配列した。備考では，当該種の生物学的情報
（分類や他国での分布等に関する事項）や新標準和名
の提案根拠などを記した。
各寄生虫の情報をこのように纏めたあと，宿主－寄
生虫リストとして整理した。このリストでは，宿主と
して報告された魚類を本村（2024）が示した分類体
系に従って並べ，各魚種から記録されたカイアシ類を
示した。各科において宿主魚類は五十音順に並べた。
ウオヤドリソラマメムシ科カイアシ類の分類体系に
関しては Yamaguti（1963），Kabata（1979）， Boxshall 
and Halsey（2004）が参考になる。また，わが国に近
隣のロシア，中国，台湾から本科に関する記録はな
い。以前，韓国沖の日本海で漁獲されたサンコウメヌ
ケ Sebastes flammeus（原著では S. flameusと誤記）に
本科の Sphyrion lumpi （Krøyer, 1845）が寄生していた
と報告された（Ho and Kim, 1989）。しかし，後年，
この寄生虫は欧州から輸入された魚類から採取された
可能性があることが明らかにされている（Ho, 1992）。
本目録は，筆者らによる日本産寄生性カイアシ類目
録の第 15報である［ニセエラジラミ科（長澤ほか，
2007）；イカリムシ科（Nagasawa et al., 2007）；ウオ
ジラミ属（長澤ほか，2010）；瀬戸内海産寄生性カイ
アシ類（2報：Nagasawa, 2011, 2015）；ヒトガタムシ
科（長澤・上野，2011）；ツツウオジラミ科，エラノ
ミ科，ニセエラノミ科（長澤・上野，2012）；ツブム
シ科（長澤ほか，2013）；ヒジキムシ科（長澤・上野，

2014）；ナガクビムシ科（長澤・上野，2015）；カク
レムシ科（長澤・上野，2016）；サメジラミ科（長
澤・上野，2017）；エラジラミ科（長澤・上野，
2019）；ホソエラジラミ科（長澤・上野，2020）］。

Ⅱ．寄生虫 –宿主リスト Parasite–Host List
下記のカイアシ綱からウオヤドリソラマメムシ科ま
での分類はWalter and Boxshall（2024）に基づく。

カイアシ綱
Class Copepoda Milne Edwards, 1840

新カイアシ下綱
Infraclass Neocopepoda Huys and Boxshall, 1991

後脚上目
Superorder Podoplea Giesbrecht, 1882

管口目（シフォノストム目）
Order Siphonostomatoida Burmeister, 1835 

Siphostomatoidaは「ウオジラミ亜目」（文部省・日
本動物学会，1988），「シフォノストム目（ウオジラ
ミ目）］（大塚，1997, 2000；大塚・駒井，2008），「シ
フォノストマ目（ウオジラミ類）］（巌佐ほか，
2013），「シフォノストム目」（大塚・田中，2020）と
記されることもある。このなかで，ウオジラミ目は
Siphonostomatoida の異名である Caligoida（Walter 
and Boxshall, 2021）の和名であるため（椎野，1964, 
1969；内田，1965, 1972），Siphonostomatoidaの和名
として用いるのは適切ではない。いっぽう，飯島
（1919：471）は著書『動物学提要』のなかで 
Siphonostomata（Siphonostomatidaに相当）を「管口
類」と記し，後年，稲葉（1988）もこの和名を用い
た。「管口類」は Siphonostomatoidaに最初に提唱さ
れた和名であり，かつ適訳（siphonは管，stomaは口
の意味）であるため，その歴史的な経緯と適切な和名
であることに基づき「管口目」を用いる。

ウオヤドリソラマメムシ科
Family Sphyriidae C. B. Wilson, 1919

本科の標準和名は，Nagasawa（2024）によって提
案された。
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サメノハナヤドリ属
Genus Driocephalus Raibault, 1999

本属の標準和名は，長澤・山口（2006）によって
提案された。

サメノハナヤドリ
Driocephalus cerebrinoxius （Diebakate, Raibaut and 

Kabata, 1997）

異名リスト：Sphyriidae gen. sp.［Yamaguchi et al. 
（2003）］
宿主：ホシザメMustelus manazo
寄生部位：鼻腔（嗅嚢）
地理的分布：北太平洋（千葉県，東京都・神奈川県－
東京湾：Yamaguchi et al., 2003; Benz et al., 2006）；日
本海（京都府舞鶴：Yamaguchi et al., 2003）
備考：本種は，アフリカ大陸西岸のセネガル沖で捕獲
されたサメ類の 1種，Leptocharias smithiiから採取さ
れた成体雌に基づき，新属新種の Thamnocephalus 
cerebrinoxius として記載された（Diebakate et al., 
1997）。しかし，Thamnocephalus はホウネンエビ類
の属名として既に使われていたことから，Raibaut
（1999）は新属 Driocephalusを提案した。Diebakate 
et al.（1997）は，記載論文の最後に，原稿受理後に
地中海・紅海産サメ類から採取された本種の標本の寄
贈を受けたと述べている。Yamaguchi et al.（2003）
は，本種の寄生部位を「Fin」と報告したが，明らか
に誤りである。本種に関する解説（長澤・山口，
2006）がある。本種の標準和名は，寄生部位が鼻腔
であることに因む（長澤・山口，2006）。

ウオヤドリソラマメムシ属
Genus Lophoura Kӧlliker in Gegenbaur, Kӧlliker and 

Müller, 1853

本属の標準和名は，Nagasawa（2024）によって提
案された。

ウオノクンショウ（新称）
Lophoura cardusa （Leigh-Sharpe, 1934） 

異名リスト：Rebelula kamoharai Yamaguti, 1939
［Yamaguti （1939）］
�Lophoura kamoharai （Yamaguti, 1939）［Yamaguti 
（1963）］

宿主：スジダラ Hymenocephalus striatissimus
寄生部位：未報告
地理的分布：北太平洋（高知県土佐湾：Yamaguti, 
1939；高知県御畳瀬：Ho and Kim, 1989）
備考：本種は，インドネシアのマカッサル海峡産スジ
ダラから採取された標本をもとに，新種記載された
（Leigh-Sharpe, 1934）。本種は，わが国では当初
Rebelula kamoharai と し て 記 載 さ れ（Yamaguti, 
1939），後年 Lophoura 属に移された（Yamaguti, 
1963）。しかし，Lophoura kamoharaiは本種の同種異
名とされた（Ho and Kim, 1989）。本種の寄生部位は
不明であるが，同属他種と同じように宿主の体内に体
前部を穿入させていると考えられる。新標準和名は，
本種の寄生を受けた宿主が勲章を付けているように見
えることに因む。

イラコアナゴソラマメムシ
Lophoura cornuta （C. B. Wilson, 1919）

異名リスト：Rebelula cornuta C. B. Wilson, 1919
［Wilson （1919）］
宿主：ホラアナゴ Synaphobranchus affinis，イラコア
ナゴ Synaphobranchus kaupii
寄生部位：体前部を宿主の筋肉に挿入，体後部は水中
に露出
地理的分布：北太平洋（北海道落石岬沖：Wilson, 
1919；北海道尻羽岬沖・新日高沖：Nagasawa, 2024）
備考：本種は当初，Rebelula属の 1種として新種記載
されたが（Wilson, 1919），Yamaguti（1963）によっ
て Lophoura 属に移された。最近，本種は再記載され
た（Nagasawa, 2024）。ニューカレドニア沖の南太平
洋（Boxshall, 1989）と南アフリカ沖のインド洋
（Sebone and Dippenaar, 2023）からも本種の記録があ
る。Wilson（1919）が報告した宿主（ホラアナゴ）
はイラコアナゴであった可能性が指摘されている
（Nagasawa, 2024）。本種の標準和名は，宿主がイラコ
アナゴであることに因む（Nagasawa, 2024）。

ネズミノクンショウ（新称）
Lophoura tetraloba Ho and Kim, 1989

宿主：ネズミダラ Nezumia condylura
寄生部位：体前部を宿主の肝臓に挿入，体後部は水中
に露出
地理的分布：北太平洋（高知県土佐湾：Ho and Kim, 
1989）
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備考：本種は，南シナ海（産地の詳細は不明）のネズ
ミダラ属の 1種 Nezumia sp.からも記録がある（Ho 
and Kim, 1989）。新標準和名は，本種が寄生する様が
同属のウオノクンショウに似ることに加えて，宿主が
ネズミダラ属であることに因む。

ハナノクンショウ（新称）
Lophoura ventricula Ho and Kim, 1989

宿主：ハナソコダラ Coryphaenoides nasutus
寄生部位：体前部を宿主の筋肉あるいは体腔に挿入，
体後部は水中に露出
地理的分布：北太平洋（高知県土佐湾：Ho and Kim, 
1989）
備考：他国からの記録はない。新標準和名は，本種が
寄生する様が同属のウオノクンショウに似ること，ま
た宿主がハナソコダラであることに因む。

ウオヤドリソラマメムシ属の 1種
Lophoura sp. 

宿主：カガミヒゲ Kumba japonica（=Ventrifossa 
japonica）
寄生部位：未報告
地理的分布：北太平洋または東シナ海（沖縄県沖合：
Ho and Kim, 1989）
備考：他国からの記録はない。本種は未記載種と考え
られている（Ho and Kim, 1989）。本種の寄生部位は
不明であるが，同属他種と同じように体前部を宿主の
体内に穿入させていると考えられる。

Ⅲ．宿主 –寄生虫リスト Host–Parasite List

軟骨魚綱 Chondrichthyes
板鰓亜綱 Elasmobranchii

メジロザメ目 Carcharhiniformes
ドチザメ科 Triakidae
ホシザメMustelus manazo：サメノハナヤドリ
Driocephalus cerebrinoxius

硬骨魚綱 Osteichthyes
ウナギ目 Anguilliformes

ホラアナゴ科 Synaphobranchidae
イラコアナゴ Synaphobranchus kaupii：イラコアナゴ
ソラマメムシ Lophoura cornuta
ホラアナゴ Synaphobranchus affinis：イラコアナゴソ

ラマメムシ Lophoura cornuta

タラ目 Gadiformes
ソコダラ科Macrouridae 
カガミヒゲ Kumba japonica：ウオヤドリソラマメム
シ属の 1種 Lophoura sp.
スジダラ Hymenocephalus striatissimus：ウオノクン
ショウ Lophoura cardusa
ネズミダラ Nezumia condylura：ネズミノクンショウ
Lophoura tetraloba
ハナソコダラ Coryphaenoides nasutus：ハナノクン
ショウ Lophoura ventricula

まとめと今後の研究課題
本目録により，ウオヤドリソラマメムシ科カイアシ
類は 1919–2024年に日本産魚類から 2属 5種（未同
定種を除く）が報告されていることが明らかになっ
た。これらカイアシ類は，軟骨魚類 1種（ドチザメ
科 1種［メジロザメ目］）と硬骨魚類 6種（ホラアナ
ゴ科 2種［ウナギ目］；ソコダラ科 4種［タラ目］）
に寄生していた。
本目録の緒言で述べたように，これまでに世界で記
載されたウオヤドリソラマメムシ科カイアシ類は 8
属 45種であり（Walter and Boxshall, 2021），日本周
辺水域で発見された種数はその 11%に相当する。本
科カイアシ類の宿主の多くは，ホラアナゴ科やソコダ
ラ科のような深海魚である。わが国でそれら深海魚の
寄生虫研究が十分に行われていないこと考えると，今
後，種数が増える可能性がある。
これに関連して，カリフォルニア州立大学の Ju-

shey Hoは，高知大学に収蔵されていたソコダラ科魚
類を調べ， ウオヤドリソラマメムシ属のみならず，ツ
ブムシ科マルナガクビムシ属カイアシ類の分類学的研
究でも大きな成果をあげた（Ho and Kim, 1989; Ho, 
1993）．また，Hoは北海道大学に収蔵されている深
海性のウラナイカジカ科魚類を調べ，同様に寄生性カ
イアシ類に関する顕著な研究成果を得た（Ho et al., 
2005）。これらの事実に基づくと，国内の大学や博物
館，研究機関に収蔵されている深海魚標本を検査する
ことにより，わが国おける魚類寄生性カイアシ類相に
関する理解がさらに深まることが期待される。
サメノハナヤドリは，わが国ではメジロザメ目ドチ
ザメ科のホシザメから見出された（Yamaguchi et al., 
2003; Benz et al., 2006）。しかし，この寄生虫は北大
西洋や地中海，紅海では同じメジロザメ目の
Leptochariidae科，メジロザメ科，ドチザメ科のサメ
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類から採集されており，厳密な宿主特異性を示さない
（Diebakate et al., 1997）。今後，わが国に生息するメ
ジロザメ目サメ類を調べることによって，この寄生虫
の宿主利用の実態を明らかにすることが望まれる。
最後に，国内で販売されている「アカウオ」に見ら
れた「スフィリオン（Sphyrion sp.）」に触れておく。
これは，東京都市場衛生検査所（1990）が出版した
『魚介類の寄生虫ハンドブック 第 2巻』で示された。
宿主に関する詳細な情報は不明であるが，「アカウオ」
として海外から輸入され流通しているメバル科魚類の
体表に見られる大きな寄生虫（体長は約 38–60 mm）
である。類似の事例が韓国から報告されており（Ho, 
1992），寄生虫はウオヤドリソラマメムシ科の
Sphyrion lumpiに同定されている。わが国で輸入アカ
ウオから記録された寄生虫も同一種と推察されるもの
の，これまでに検討されたことがない。国内での記録
は 1990年に留まっており，現在でも見られるならば，
食の安全・安心の観点から，分類学的研究を行って同
定し，市販魚における出現状況等を把握することが必
要である。

［謝辞］  
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